
今年は
市制50周
年

広報
まつど 10.

5
1993 年(平成5年)

●発行/ 松戸市 ●編集/広聴部広報課 〒271松戸市根本387-5
●発行日/ 毎月5日・20日N(:1816 市役所の代表電話は 66-1111

10/10(祝)松戸市福祉大会-ふれあい広場
福
祉
の
心
に
あ
ふ
れ
た

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
/
・

「
福

祉
の

心
に

あ

ふ

れ
た

豊

か
な

ま
ち

づ

く
り

」
を

目

指
し
て

、
1
0
月
1
0
日

嗚
、
市

民

会

館

を

メ

ー

ン

会

場

に

「

松
戸

市

福
祉
大

会
-

第

十

一

回

ふ
れ

あ
い

広
場
L

を

開

催

し
ま

す

。

大
会
で
は
初
め
に
、
明
る
い

街
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
人
、

福
祉
事
業
の
推
進
に
多
大
な
功

労
の
あ
っ
た
人
な
ど
、
社
会
福

祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
福
祉

善
行
者
を
表
彰
し
ま
す
。

そ
の
後
、
障
害
者
と
健
常
者

が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種
の

催
し
物
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

健
常
者
と
障
害
者
が
手
と
手

を
取
り
合
っ
て
踊
る
ユ
ニ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
朗
読
や
点
訳
、
手
話

を
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
も
あ

っ
て
、
互
い
に
ふ
れ
あ
い
、
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
福
祉
に
つ

い
て
考
え
る
場
に
な
れ
ぱ
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
俳
優
で
世
田
谷
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
の
理
事
長
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
る
、
牟
田
俤

三
氏
の
記
念
講
演
「
人
生
は
支

え
あ
い
っ
こ
」
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

固
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
容

6
8
1
0
Q
り
O
q
)番

朗読や点訳の体験コ ーナーで真剣

な表情で取り 組む子供たち

(昨年の福祉大会で)

市 民 会 館 で の 催 し 物( 入場無料)

会場 内 容 時 間

ホ ー ル

式典( 福祉善行者表彰) 午前9 時40分~10時30分

記念講演

牟田悌三氏「人生は支えあいつこ」
午前10時30分~正午

万作踊り・唄と踊り 午後1 時~1 時20分

鼓笛 午後1 時25分~1 時40分

踊り・歌謡・ダンス 午後1 時45分~2 時5 分

ロックバンド 演奏 午後2時句分~2時30分

みんなで歌いましよう 午後2 時35分~3 時

ホワイエ

リサイクル・ショップ 、手作り品販売、
パネル展示、ハンドクラフトコーナー、

作業体験、ふれあい電話 午前11時30分~午後3 時

駐 車 場 身障者用改造車展示、再生自転車販売

料理教室
カレ ーライス、おしるこ、やきそば、わ
た菓子、みそおでん、ポップコーン

午前11時30分~午後2 時

2 階

いけばなコーナー、スタンプラリー受付、
ぬいぐるみと写真を撮ろう

午前11時30分~午後3 時
朗読・点訳体験コーナー

手話コーナー

ガイド ヘルプ 体験コーナー 午後1 時~2 時

わらべうたあそび 午後2 時~3 時

3 階

ユニークダンス 午後O 時45分~2 時30分

バザー、パネル展示

午前11時30分~午後3 時

おもちやの図書館コーナー

バザー、折り紙コーナー

会 館 内 赤い羽根・共同募金コーナー

文 化 ホ ール で の 催 し物( 入場無料)

内 容 日 時

ふれあい広場ポスター展

10/5( 火)~10吩

午前10時~午後6 時

※5 日は午後1 時から、10日は午後4 時まで

俳優の牟田悌三氏に
よる記念講演もあり
ます

会場案内図

福祉医療センター東松戸病院

診療のご案内

診
療

開

始
日
・・・
1
0月
7

日

團

診
療

受

付

時

間

…
午

前
8

時

3
0
分
～
1
1
時

各
科

診

療
日

…

内

科

・
呼

吸

器
科

・

神

経

内
科

・

外

科

・

整

形

外
科

・

理

学

診
療

科
=

月
~

金

曜
日

、

眼

科

・
泌

尿

器

科
=

火
・
木
曜
日

、
耳
鼻
咽
喉
科
=

火
・
金
曜
日

、
婦
人
科
=

水
・

金

曜
日

斑
眼
科
・
泌
尿
器
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
・

婦
人
科
は
、
当
分
の

間
予
約
制
で
す
。
予
約
受
付

時
間
は
午
前
8
時
3
0分
~
1
1

時
で

す
。

休
診
日

…
土
・
日
曜
日

、
祝

祭
日

、
年
末
年
始

※
当
院
で
は
、
し

ば
ら
く
の
間

手
術
は
行
い
ま
せ
ん
。

茴
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸

病
院
事
務
局
昔
9
1
-
5
5
0
0

番

わ

た

し

の

夢

根岸麻紗子さん(旭町小学校4年)

わたしのいとこのりつこおねえさんは、赤

ちゃんのせわをするかんごふさんです。

赤ちゃんはかわいいので、わたしもせいい

っぱいど力して、やさしいかんごふさんにな

って、がんばりたいと思います。
看護婦さ んになって赤ちゃ んの世話をする麻紗子さん



市
で
は
中
小
企
業
者
の
振
興
育
成
の
た
め
、
各
種

資
金
の
融
資
や
、
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

近
年
の
景
気
低
迷
の
中
で
、
中
小
企
業
の
経
営
基

盤
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今
年
4
月
か
ら
は

経
済
変
動
対
策
資
金
の
融
資
も
始
め
、
中
小
企
業
者

の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
商
工
課
振
興
係

中小企業の皆さん
「融資と相談」をご利用ください

中

小

企

業

者

向

け

融

資

制

度

の

ご
利

用

を

市
で
は
、
中
小
企
業
の

皆
さ

ん

が
、
企
業
経
営
の
た
め
に
運

転
・
設
備
資
金
な
ど
が
必
要

と

な
っ
た
場
合
、
千
葉
県
信
用
保

証
協
会
の
保
証
を
付
け
て

融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
金
の
種
類
・
内
容
は
表
①

の
と
お
り
で

す
。

融
資
を
受
け
る

際
の
手
数
料

は
不
要
で
す
。
ま
た
金
融
機
関

で

預
金
を

拘
束
さ
れ
る
こ

と
も

な
く
、
安
心
し
て

ご
利
用
い
た

だ
け
ま

す
。

商
工
課
振
興
係
で
は

、
い
つ

で

も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

松戸市中小企業融資制度一覧 (表①)

資金名 資 金 使 途 融資対象者 融資限度額 返済期間 償還方法 融資利率 保証人・担保 保証料 利子禰給率

運 転 資 金 仕入れ・手形・買掛金決済等で資金が必要なとき 市内に営業所
、

事務所等を有し、
下記の要件を備
えている法人ま
たは個人

①1 年以上引き
続き同一事業を
営んでいる

②納期の経過し
た市税を完納し
ている

中小企業信用保険法に定める中小企業(表②)

経済変動対策資
金の場合は

、次

の要件が加わり
ます。

④最近3
ヵ月の

売り 上げ の平均
が 前年 同 期比
20% 以上減少あ
るいは最近6

ヵ

月の売上の平均
が 前年 同 期比
15% 以上減少し
ている(書面により確認)

2.000万円 5 年以内

割賦償還

措置期間
必要に応

じて1 年

以内

1年以内
年4.7%

1 年超~
5年以内
年5.0%

5 年超~
7 年以内
年5.2%

申し込み

時の金利
で固定

●融資額が500
万円以内の場
合、無担保・無
保証人( 法人の
場合は代表者

の保証が必要)

●融資
額が500

万円超2,000万
円以内の場合、
連帯保証人ま
たは担保が必
要

●融資額が
2,000万円超の
場合、担保が必
要
※ただし、税額、
従業員数、決
算内容等に
より上記の

条件に該当
しない場合
があります。

融 資 額

が 、

50 万 円

以 下

0.55%

100 万

円 以 下

0.80%

ICX〕万

円 超

1.〔)(〕%

年3.0%

設 備 資 金
店舗・工場等の新築・増築・改装のための資金、

機械・車両その他の設備の購入資金が必要なとき
3,000万円 7 年以内

小売商業経営

安 定 化 資 金

小売商業者で事業の近代化を図り、経営を安定さ

せるための運転資金
2,000万円 5 年以内

年3.6%小売商業設備
近 代 化 資 金

小売商業者で設備の近代化を図り、経営を安定さ
せるための設備資金

3.000万円 7 年以内

季 節 資 金
季節商品の仕入れ、ボーナス支給等で一時的に資

金が必要な場合
100万円

6ヵ月以

内'

従 業 員 福 利

厚生施設資金

従業員宿舎・食堂その他従業員の福利厚生施設を
設置するために資金が必要なとき

500万円 7年以内 年3.0%

経 済 変 動

対 策 資 金

(運転資金)

仕入れ・手形・買掛金決済等で資金が必要なとき
※受付期間は、平成6 年3 月31日までです。

2,000万円 5年以内 年3.1%

就学時健康診断

一
年
生
に
な
る
前
に
受
け
ま
し
ょ
う

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
1
0月
5
日
に

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
1
0月

1
日
以

降
に
転
入
し

た
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
・
:昭
和
6
2年
4
月
2

日

~
6
3年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
人

受
付
時
間
:
午
後
O
時
4
5
分

～
1

時
1
5分
(
各
小
学
校
で
)

※
通
知
書
裏
面
の
予
備
調
査
票

に
記
入
し
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い

。

黯

保
健
体
育
課
保
健
係
{一一
6
6
j

7
4
5
9

番

もうすぐみんな
1年生/

実施日 実施校 実施日 実施校

10/1300
新松戸北小

金ヶ作小
東部小

11/12R

中部小

根木内東小
松ヶ丘小

16(火)

寒風台小

新松戸西小
常盤平第三小

15宙

相模台小

馬橋北小
八ヶ崎小

17困

貝の花小

古ヶ崎南小
河原塚小

新松戸南小

19(火)
栗ヶ沢小

南部小

20團

稔台小

常盤平第二小
上本郷第二小

24伽

和名ヶ谷小

六実小

大橋小
六実第二小

上本郷小
27(30

松飛台小
小金小
北部小

横須賀小

26廁
小金北小

高木小
11/2C 火) 殿平賀小

5廁
柿ノ木台小

八ヶ崎第二小
30(火)

古ヶ崎小
松飛台第二小

矢切小
9(火)

根木内小

常盤平第一小

12/1tW
梨香台小
高木第二小

六実第三小10困

馬橋小

牧野原小
旭町小

3廊 幸谷小

お
気
軽
に

商
人
(
あ
き
ん
ど
)
よ

ろ
ず
相
談
へ

経
営
と
融
資
全
般
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談

に

応
じ
て
い

ま
す
。

日
時
1
0
月
6
日
圉
・
2
0囗
困
、

午
前
1
0時
~

午
後
4
時

会

場

市

役
所

相

談
マ

ー
ナ

ー

″
憇
1
1
1
1

一
月

以

降
の

日

程

は

、

広

報
ま

つ

ど
「
相

談
の

ご
案

内

」

(
遇

数
月
2
0
日

号
に

掲

載
)
を

ご

覧
く

だ

さ
い

。

融資制度を利用できる中小企業( 表②)

業種 資本金

ま

た

は

常時使用する 従業員数

小 売 業 1,000万円以下 50人以下

卸 売 業 3,000万円以下 100人以下

サービス業 1.00C〕万円以下 50人以下

上記以外 1 億円以下 300人以下

(対象にならない業種)

農林漁業・金融業一代理業仲介業・遊興娯楽業・学校
法人・宗教法人・自由業・非営利団体等ならびに風俗営

業取締法の適用を受ける事業等

ま

た

は

県
で
も
融
資
や
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

県
で
は
、
中
小
企
業
者
に
対

し
、
各
種
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
経
済
事
情
を
考

慮
し
、
次
の
臨
時
の
融
資
や
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

緊
急
経
営

支
援
貸
付

資
金

対
象
者
最
近
の
景
気
の
低
迷

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
者

主
な
融
資
条
件
最

近
三
ヵ
月
の
売
上
高
が
前
年
同

期
と
比
較
し
て
一
五
%
(
ま
た

は
六
ヵ
月
で
I
〇
%
)
以
上
減

少
し
て
い
る
こ
と

利
率
年

三
・
七
%

限
度
額
三
千
万
円

受
付
期
限
1
2月
末
日

緊

急

景

気

対

策

総

合

相

談

窓

口日
程
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
9

時
~

午
後
5
時

会
場
東
葛
飾

支
庁
商
工
労
政
課

圀
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
S

6
1
1
(
‥乙
1
1
[
D番

松

戸

商

工

会

議

所

緊

急

景

気

対

策

相

談

日
時
月
曜
～
土
曜
日
、
午
前

9
時
~

午
後
5
時
(

土
曜
日
は

正
午
ま
で
)

会
場
松
戸
商
工

会
議
所

醋
松
戸
商
工
会
議
所
昔
6
4
-
3

1
1
1

番

福

祉

大

会

会

場

で

再

生

自

転
車

を

販

売

期
日
1
0月
1
0日
癆

受
付
時

間
午

前
1
1時
3
0分
~
午
後
1

時

抽
選
午
後
1
時
か
ら

会
場
市

民
会
館
駐
車
場

台
数
・
価
格

三
十
台
・
一
台
七
千
円
~
一
万

一
千
円

汰
原
則
と
し
て
当
日

持
ち
帰
り

の
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

固
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

登
8
4

-
3
1
9
1

番

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

利

用

受

け
付

け

と

説

明

会

1
0月
1
8日
㈲
午
後
6

時
3
0分

か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
F

松
戸

ビ
ル
六
階
会
議
室
持
ち
物
筆

記
用
具
・
印
鑑

1
月
8
日
~
3

月
末
の
展
示

に
つ
い
て

、
利
用
の
受
け
付
け

を
し

ま
す
。
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
1
0月
2
0日
困
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

閲
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
登

6
6
1
7
4
a‥
)
(
‥乙
番

松

戸

市

戦

没

者

追

悼

式

過
ぐ
る
大
戦
に

お
け
る
戦
没

者
に

対
し
、
追
悼
の

意
を
表
し

平
和
を
祈
念
す
る
た
め

、
市
で

は
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

遺
族
の
方
に
は
、
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
が
、
当
日
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
、
ま
た
は
本
市

に

転
入
し
て

間
も
な
い
人
は

、

直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

1
0月
1
5日
窗
午
後
1

時
か
ら

受
け
付
け
、
2

時
開
式
、
3
時

3
0分
ま
で

会
場
市
民
会
館

固
援
護
課

障
害
福
祉
地
域
講
座
・
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
に
と
っ

て
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1
1 一月
2
4
日

團

午

後
1

時
3
0
分

～
4

時
3
0
分

会

場

東

葛

飾
合

同

庁

舎

六

階
会

議

室

内

容

①

シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム
(

シ
ン

ポ
ジ

ス

ト
=

県

ろ
う

あ

団

体

連

合
会

会

長

・

川

根
三

男

氏

、

県

視

覚
障

害

者

の

生
活

と

権

利

を

守
る

会

事

務

局

長

・
松

川
正

則
氏

、

市

川

市

手

を
つ

な

ぐ

親
の

会

・
竜

円

香
子

氏

、
コ

ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

1
=

淑

徳
短

期

大

学

講

師
・

亀

山

幸

吉

氏
)

②
社

会

福

祉
施

設

入

所

者

作
品

の

展

示

・
販

売

定

員

先

着
百

人

圃
1
1一
月
1
6
日

㈹

ま
で

に

、
官

製

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号
、「
障
害

福

祉

講

座

受

講
希

望

」
と

書
い

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本
七

東

葛

飾

支

庁
社

会

福

祉

課
(
登
6
1
-
4
0
7
7

番
)
へ

児

童

手

当
1
0
月

期

分

を

支

給

し

ま

す

指
定
口
座
に
1
0月
期
分
を
(
6

月
~
9

月
分
)
振
り
込
み

ま
す
。

1
0月
1
2日
㈹
以
降
に
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い

。

対
象
①
現
況

届
を
期
間
内
に
提
出
し

、
引
き

続
き
受
給
資
格
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
人

②
今
年
の
6
月
以
降

に
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

汰
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至

急
援
護
課
へ

提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申

請
は
お
済
み
で

す

か

児
童
手
当
は
一
人
目
の
子
供

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

平
成
3
年
1
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
、
保
護

者
の
前
年
の
収
入
が
一
定
額
未

満
で
あ
る
こ
と

支
給
額
月
額

五
千
円

受
付
窓
口
援
護
課
・

市
民
課
・
各
支
所

寮
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給

圀
援
護
課
援
護
係

上手にご利 用ください

一融資のご相談から一

Aさん(建設業)l工事が完成するま

での外注費等
の運転資金が2,000

万円足

りないのですが。

係l 市の運転
資金で2,000

万円を5 年

返済で借り入れたらどうでしよう。この

場合年5%
の利子と保

証料1% の負
担

になりますが
、年3% の利

子を市で補給

しますので
、実質3% の負担です

。

Bさん、(卸売業):最近3ヵ月間の売

り上げが、昨年の同時期と比べて20%減

少しているた
め、運転資金

が、2,000万
円

不足しているのですが。

係l 市の経済
変動対策資金

で2,000万

円を5年返済で借り入れたらどうでしよ

う。この場
合年5% の利

子と保証料1%

の負担になり
ますが、年3.7%

の利子を市

で補給しますので、実質2.3%の負担にな

ります。また
、県の緊急経

営支援貸付資
金も利用できます。



戸
定
歴
史
館
が
特
別
展
を
開
催

文
明
開
化
の
あ
け
ぼ
の
を
見
た
男
た
ち

慶
応
3
年
遣
仏
使
節
団
の
明
治

平
成
6
年
度

私
立
幼
稚
圃
児
募
集

私
立
幼
稚
園
連
合
会
で
は
、
来
年
度
の
入
園
児
を

募
集
し
ま
す
。
市
内
の
各
幼
稚
園
の
園
児
受
け
入

れ

に
は
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
期
日
を
守
っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

願
書
配
布
・
:
1
0
月
1
5日
廁
か
ら

願
書
受
け
付
け
・
:
1
1月
1
日
回
か
ら

問
各
幼
稚
園
へ

直
接
、
ま
た
は
私
立
幼
稚
園
連
合
会

昔
6
8
-
6
1
3
5
番

私立幼稚園一覧表

園名 電 話 住 所

聖 ミ カ エ ル 幼 稚 園 62-0484 松戸1126

清風幼稚園 41-2469 馬橋2547

矢 切 幼 稚 園 62-4586 下矢切140

常 盤 平 幼 稚 園 87-5724 常盤平2-21

東 漸 寺 幼 稚 園 41-0859 小金359

ひ の で 幼 稚 園 87-7578 常盤平7-18-2

中 和 倉 幼 稚 園 41-15〔)5 中和倉168

み や こ 幼 稚 園 67-3101 松戸新田516

栴壇(せんだん)幼稚園 87-0875 常盤平2-31-2

高 木 幼 稚 園 87-4809 五香六実661

あ さ ひ 幼 稚 園 87-6254 五香六実746

北 部 幼 稚 園 67-3121 根本190

高塚わかば幼稚園 92-2681 高塚新田144

聖徳学園大学附属幼稚園 68-6135 岩瀬531

二 三 ケ 丘 幼 稚 園 41-4548 ニツ木1692

松.戸みどり幼稚園 62-6761 仲井町1-32-1

む つ み 幼 稚 園 87-1706 六高台3-50

さ つ き 幼 稚 園 87-7715 金ケ作145

大 勝 院 幼 稚 園 44-2100 大谷口143

い わ さ き 幼 稚 園 42-8706 西馬橋2-6-23

松 戸 い ず み 幼 稚 園 .63-3289 上本郷2794

北 松 戸さ つ き 幼 稚園 62-1748 北松戸3-6

八 照 幼 稚 園 41-1192 ハケ崎1032-1

干 駄 堀 栴 壇 幼 稚 園 41-6882 千駄堀1865

本 源 寺 幼 稚 園 91-8592 大橋766

み や お か 幼 稚 園 41-6563 小金原3-11

聖徳大学附属第二幼稚園 41-6598 小金原7-14

さ か え 幼 稚 園 61-0532 栄町4-252

ま る や ま 幼 稚 園 63-9537 二十世紀が丘丸山町131

明 和 幼 稚 園 63-4012 稔台812-1

高 塚 幼 稚 園 92-6955 高塚新田295-3

八 柱 幼 稚 園 85-2558 干駄堀1485-15

牧 の 原 栴 壇 幼 稚 園 85-0907 牧の原2-5

金 ケ 作 幼 稚 園 85-3050 金ケ作306

か き の き 幼 稚 園 65-5656 三矢小台5-13-4

北 丘 幼 稚 園 85-4335 五香六実713-4

新 松 戸 幼 稚 園 44-4199 新松戸3-256

第二 か き の き 幼 稚 園 45-4722 新松戸5-191

専修大学松戸幼稚園 65-1821 上本郷2-3621

い わさ き 第 二 幼 稚 園 46-3164 旭町2-300

マルセイユでの徳川昭武一行

日 比 野清作

外国 奉行 支配 謫役( し ら べや く)

とし てパ リヘ同 行

戸
定
歴
史
館
で
は
、
明
治
政

府
で
活
躍
し
た
旧
幕
臣
を
紹
介

す
る
特
別
展
「
文
明
開
化
の
あ

け
ぼ
の
を
見
た
男
た
ち
ー
慶
応

三

年
遣
仏
(
け
ん
ふ
つ
)
使
節
団

の
明
治
」
を
、
開
催
し
ま
す
。

徳
川
昭
武
(
松
戸
徳
川

家
)

は
、
慶
応
3

年
(
一
八
六
七
年
)

に
兄
で

あ
る
将
軍
慶
喜
の
代
理

と
し
て

、
フ
ラ
ン
ス
で

開
か
れ

た
パ
リ
万
国

博
覧
会
に

参
加
し

ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
翌
年
(
一

八
六
八
年
)
に
は
、
明
治
維
新

と
な
り
帰
国

。
昭
武
と
そ
の
随

員
た
ち
が
体
得
し
た
知
識
・
経

験
は
、
維
新
後
の
日

本
で
ど
の

よ
う
に

生
か
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

特
別
展
で
は
、
「
文
明
開
化
」

「
富
国
強
兵
」

「
殖
産
興
業
」

を
メ
ー
ン
テ
ー

マ
と
し
、
有
司

専
制
(
ゆ
う
じ

せ
ん
せ
い
)
、
薩
長
藩
閥
政
治
と

呼

ば
れ
た
明
治
政
府
内
に
お
い

て

、
朝
敵
と
呼

ば
れ
な
が
ら
も

重
き
を
な
し
た
旧
幕
臣
た
ち
の

姿
を

追

い

ま

す

。

期

間
・
:
前
期
=
1
1
1
1

一
月
3

日

困

ま

で

、

後
期
A
1
1
1
1

一
月
6

日

出
~

1
2月
5

日

旧

入

館

時
間
・
:
午

前
9

時
3
0
分

~

午

後
4

時
3
0
分
(
5

時

閉
館
)

入

館

料
・
:
大

人

二
百

円

、
高

大

学

生
百

六

十

円

、

小
中

学
生

百

円

畄

月

曜
日

〔
1
0
月
一
1
1
一
日

膕

は

除

く
〕
、
1
0月
1
2
日

㈹

吋

月
4

日

閑

‘
。
5
日

窗
は

休

館

し

ま

す

。

醴

戸

定
歴

史

館
{
一一
6
2
-
2
0
5

0

番

保科俊太郎

昭武の通訳としてパリヘ同行、

維新後陸軍軍人として活躍

渋沢栄一(右)と大礼服(左)

渋沢栄一

遣仏使節団の会計係として渡欧。維新後は経済

界で活躍。日本経済の育ての親として有名

主
な
展
示
品

①徳川昭武着用の陣羽織

②高松凌雲愛用のフランス製手術道具

③渋沢栄一着用の大礼服

④杉浦譲|日蔵、パリ万博参加者写真

⑤遣仏使節団あての郵便包紙

⑥開陽丸に搭載した銃弾各種ほか

⑦箱館戦争時に使用の小銃

10/17~23
行政相談週間

国や県などへの苦情は

お気軽にご相談を

1
0月
1
7日
心
か
ら
2
3日
出
ま

で
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

こ

の
週
間
は
、
行
政
相
談
に

つ
い
て

、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
一
層
利
用
を
し
て
い

た
だ
こ

う
と
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は

定
例
の
行
政
相
談
を

設
け
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
表
の
方
た
ち
が
総

務
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
て
、
常
時

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

国
・
県
お
よ
び
J
R
・
N
T

T
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
・
:毎
月
第

二
・
第
四
月
曜
日
午
後
1
時

~
3
時
、
市
役
所
本
館
一
階
の

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

固
市
民
相
談
室

寄附募集は

許 可 制 で す

募金の際は……

必ず申請してください

市
内
で

寄
附
募
集
を
す
る
場

合
は
、「
松
戸
市
寄
附
募
集
に
関

す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

募
金
の
申
請
を
し
、
市
の
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

祭
事
、
記
念
行
事
な

ど
の
資

金
ね
ん
出
の
た
め
の
募
金
や
街

頭
募
金
な

ど
、
多
数
の
人
に
金

銭
や
物
品
な
ど
の
提
供
を
促
す

行
為
は
、
す
べ
て
寄
附
募
集
行

為
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
募
金
の
申
請
許
可
の

手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄

附
募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

醋
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

行政相談委員名簿

氏 名 住 所 電 話

林 克忠 ニツ木87 41-0801
和田 康男 松戸新田18-4 62-7853
関根 壮吾 金ケ作352 87-1165
渡来進太郎 高塚新田49-1 92-6234
青木 美枝 松戸1125 62-4508
丶田 泰子 上本郷3730 62-2683

青

年

海

外

協

力

隊

募

集

説

明

会1
0
月
1
8

日

向

午

後
6

時
3
0
分

~
8

時
3
0

分

会

場

勤

労

会

館

一

費

用

無

料

対

象

二

十

圭

二
十

一

九

歳

ま

で

の

人

固

千

葉

県

青

少

年

女

性

課
s
0
4
3

-
2
2
3
-
2
3
9
6

番

東

葛

飾

地

方

中

学

校

駅

伝

競

走

大

会

に

伴

う

交

通

規

制

1
0
月
1
6
日

出

〔

荒

天

の

場

合

は
1
8
日
向
〕
午
前
1
1
時
~
正
午

の

間

、

小

金

北

中
~

広

徳

寺

周

辺

～

大

谷

口

周

辺

道

路
~

新

松

戸

一

丁

目

と

新

松

戸

駅

周

辺
~

栄

町

一

丁

目

の

バ

ス

道

路

、

県

道

松

戸

野

田

線
(

古

ヶ

崎

デ

ニ

ー

ズ

前
)
~

江

戸

川

沿

い
~

中

部
小
学
校
前
が
駅
伝
コ
ー
ス
と

な

り

ま

す

。

固

保

健

体

育

課

体

育

係

容
6
6
1

7
4
5
9

番

松

戸

市

排

水

設

備

工

事

責

任

技

術

者

・

配

管

責

任

者

の

講

習

会

と

試

験

講
習
会
日
時
1
1
月
4
日
困
午

前
9

時
3
0

分
~

午

後
2

時
3
0

分

試

験

日

時

①

排

水

設

備

工

事

責

任

技

術

者

・

筆

記

入

‥
1
1
月
一
1
1
1
1

一
日

困

午

前
9

時
3
0
分

か

ら

②

配

管

責

任

者

・

筆

記

入
1
1
1
1

一
月
1
1一
日

閑

午

後
1

時
3
0

分

か

ら

、

実

技
=

1
1
1
1

一
月
1
4

日

㈲

午

前
9

時
3
0
分

か

ら

受

験

資

格

①

高

等

学

校

・

旧

制

中

学

校

以

上

の

学

校

で

衛

生

工

学

科
(

ま

た

は

そ

れ

に

相

当

す

る

学

科
)

を

修

め

て

卒

業

し

た

人

。

引

き

続

き

五

年

以

上

排

水

設

備

工

事

に

従

事

し

た

人

②

引

き

続

き

三

年

以

上

排

水

設

備

工

事

に

従

事

し

た

人

費

用

二

千

円
(

市

の

収

入

証

紙

を

串

込

書

に

張

り

付

け
)

匣
1
0

月
2
5
日

㈲
~
2
8

困

、

午

前

9

時
~

午

後
4

時

の

間

に

、
直

接

下

水

道

部

施

設

課

普

及

係

へ

違

反

建

築

防

止

週

間

一

斉

公

開

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

し

ま

す

1
0月
1
1
日

囲

か

ら
1
7
日

㈲
ま

で

は

、

建

設

省
を

中

心
に

「
違

反

建

築

防
止

週

間

」

が

実

施
さ

れ

ま

す

。

期
間

中

の

重

点

事
業

と

し
て

、

警
察

署

・

消

防
局

・

建

築

関

係
団

体

な

ど
の

協
力
で

、

1
0月
1
4
日

困

に

「

一

斉
公

開

建

築
パ
ト
ロ

ー
ル

」
を

実
施
し
ま

す
。

違
反

建
築

を

な

く
し

、
住

み

よ
い

街

づ
く

り
に

ご

協
力

く

だ

さ
い

。

固
建
築
指
導
課
指
導
係

土

地

基

本

調

査
(

法

人

調

査
)

に

ご

協

力

を

今

月

、

全

国

一
斉

に

土

地

基

本

調
査
(

法

人

調
査
)

が

行

わ

れ

ま
す

。

調

査
の

対

象

と

な

っ

た
法

人

に

は

、

調
査

票

が

郵

送

さ
れ

ま

す

の
で

、
必

要

事

項

を

記
入

し

て

返

送
し

て

く

だ

さ
い

。

調

査

結

果
は

、
土

地

政

策
の

基

礎
資

料

と
し

て

利

用

さ
れ

ま

す
の

で

、

皆

さ
ん

の

ご

理

解
と

ご

協
力

を

お
願

い

し

ま

す

。

固

資

本

金

一
億

円

以

上
の

法

人

=
国
土
庁
土
地
局
土
地
情
報
課

昔
0
3
-
3
5
9
3
-
3
3
1
1

番

、

資

本
金

一

億

円

未
満

の

法

人
=

県

企
画

部

企

画

課

昔
0
4
3
j

2
2
3
-
n
/

｀
4
0
0

番

千

葉

県

最

低

賃

金

が

改

正

1
0月
1

日

か

ら

、
県

内

の

使

用

者
お

よ

び

労

働

者
(

パ

ー

ト

タ

イ
マ

ー
・
ア

ル

バ
イ

ト

を

含

む
)

に

適

用

さ

れ

る
千

葉

県

最

低

賃
金

が

、

次
の

と

お

り

改
正

さ

れ
ま

し

た

。

日

額

四

千

七

百

五

十

一

円

時

間
額

五

百

九

十
四

円

固

千
葉

労

働

基

準
局

賃

金

屎

容

0
4
3
-
2
5
4
-
5
2
1
1番

。

最

低

賃

金
に

つ

い
て

の
2
4
時

間

テ
レ

ホ
ン

サ

ー
ビ
ス

昔
0
4
3
-
2
8
7
-
8

1
8
1

番



環境白書

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

市内の環境の現状についてまとめた環境白書が発行されましたので、お知らせします。市では、住みよい街にするために、各種の施策を行っています。市民の皆さんのご協力をお願いいたします。

蠢公害課

水
質
汚
濁

市

内
を

流

れ

る
河

川

の

水

質

(
B
O
D
)
(

注
1

・
2
)

は

、

江

戸
川

を

除
い

て

環
境

基

準
を

超

え
て

い

る

の

が
現

状
で

す

。

こ

こ

数

年
の

河

川
の

状
態

は

横

ば

い
の

状
況

が
つ

づ
い

て

い

ま

す
(
下
表
)
。
そ
の
た
め
水
質
汚

濁
の
原
因
の
約
九
〇
%

を
占
め

る
生
活
排
水
の

対
策
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。

市
で

は
、
そ
の
対
策
と
し
て

下

水
道
の
普
及
・
促
進
、
家
庭

で
で
き
る
浄
化
対
策
の
推
進
や

啓
蒙
、
河
川
直
接
浄
化
施
設
の

設
置
、
河
川
に
常
設
し
た
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
に
溜
ま
る
ゴ
ミ
や

ス
カ
ム
(
浮
上
汚
泥
)

の
除
去

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
3

年
度
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
物
が
す
み
、
人
々
と

ふ
れ
あ
え
る
「
生
き
た
川
の
流

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
て

「
水
環
境
管
理
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画

の
中
心
的
な
柱
で
あ
る
き
れ
い

な
水
の
復
活

を
目
指
し
た
「
生

活
排
水
対
策
推
進
計
画
」
も
併

せ
て

策
定
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
4

年
度
に
は
、

市
と
市
民
、
事
業
者
が
一
丸
と

な
っ
て

清
流
復
活
に
取

り
組
む

た
め
、
「
川
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。

こ
の
条
例
を
達
成
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
「
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
各
種
事
業
を
総
合
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染

大
気
汚
染
の

環
境
基
準
は
、

二
酸
化
硫
黄
、
一

酸
化
炭
素
、

浮
遊
粒
子
状
物
質
、
二
酸
化
窒

素
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
の

五
つ
の
物
質
に
つ
い
て

定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
大
気
汚
染
の
現
状
は
、

二
酸
化
硫
黄
と
一
酸
化
炭
素
に

つ
い
て
は
環
境
基
準
を
達
成
し

て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
達
成
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

大
気
汚
染
は
広
域
的
な
問
題

で
す
か
ら
、
国
や
県
と
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
4
年
に
「
自
動
車
N
O
x

削
減
法
」
が
施
行
さ
れ
、
特
定

地
域
内
の
自
動
車
排
出

ガ
ス
の

総
量
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
な

り
、
本
市
も
特
定
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、特
に
大
気
の
状
態
が

悪
い
冬
期
に
は

、
自
動
車
の
使

用
自
粛

、
暖
房
器
具
の
適
正
管

理
を
企
業
や
市
民
に
理
解
を
求

め
、
市
と
し
て

も
電
気
自
動
車

の
購
入
や
公
用
車
・
マ
イ
カ
ー

の
使
用
自
粛
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
気
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
が
必
要
で

す
。
エ
ン

ジ

ン
の
空
ぶ
か
し
や

急
発
進
・

急

加
速
を
し
な
い
、
環
境
に
や
さ

し
い

運
転
を
す
る
な
ど
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
子
供
た
ち
に

市
内
の
大
気
汚
染
の
状
況
に
つ

い
て
知

っ
て

も
ら
い
、
環
境
問

題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
子
供
た
ち
自
身
に
樹
木
の

大
気
浄
化
能
力
度
チ
ェ
ッ
ク
や

星

空
観
察
、
あ
お

ぞ
ら
観
察
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
汚
染

市
内
全
体
の
概
況
調
査
か
ら
、

す
で
に
有
機
塩
素
系
化
学
物
質

に
よ

る
地
下

水
汚
染
が
判
明
し

て
い
る
地
域
(
和
名
ヶ
谷
・
稔

台
地
区
、
松
飛
台
地
区
、
紙
敷

地
区
、
六
実
地
区
、栗
山
地
区
)

以

外
で
、
新
た
に
松
戸
地
区
と

二
十
世
紀
が
丘
地
区
で
汚
染
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

地
下
水
は
一
度
汚
染
さ
れ
る

と
も
と
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が

困
難
で
す
の
で

、
新
た
に
汚
染

が
発
生
し
な
い
よ

う
、
有
機
塩

素

系
化
学
物
質
を
使
用
し
て
い

る
事
業
所
へ
の
、
立
ち
入
り
検

査
の

強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

す
で
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
地

区
に
つ
い
て
は
、
煮
沸
し
て
飲

ん
だ
り
、
上
水
道
へ
の
転
換
等

を
図
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
現
在
和
名
ヶ
谷
・
稔

台
地
区
、
松
飛
台
地
区
で
は
、

地
下
水
汲
み
上
げ
処
理
施
設
に

よ
る
汚
染
物
質
の
除
去
と
拡
散

防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

振

動

振
動
苦
情
件
数
は
平
年
と
比

べ
て
、
道
路
補
修
や
大
型
車
の

通
行
に
よ
る
振
動
が
増
加
し
ま

し
た
。
中
に
は
騒
音
苦
情
と
重

な
る
訴
え
も
あ
り
ま
す
。

次
い
で
建
設
作
業
・
土
砂
置

き
場
等
の
重
機
作
業
の
苦
情
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
建
設
の
事
前
届
を

出
す
際
に
、
低
振
動
作
業
や
防

止
対
策
と
、
付
近
の
人
た
ち
に

対
し
て

の
工

事
概
要
の
説
明

を

行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

騒

音

環
境
騒
音
を
測
定
し
た
結
果
、

測
定
地
点
の
う
ち
五
五
%

の
地

点
で
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
六
号
線

や
主
要
県
道
付
近
で
は
、
交
通

量
が
多
く
、
昼
間
・
夜
間
を
問

わ
ず
騒

音
が
高
く
、
要
請
限
度

を
超
え
て
い
る
地
点
が
い
ま
だ

に

あ
る
の
が
現
状
で
す
。

騒
音
は
苦
情
全
体
の
約
五
〇

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
で

も
建
築
・
土
木
工
事
に

伴
う
苦
情
が
最
も
多
く
、
次
に

商
店
・

飲
食
店
で

、
こ
の
二
つ

で

騒
音
苦
情
の
約
五
七
%

を
占

め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
特
に

、
カ
ラ
オ
ケ

騒
音
に
対
す
る
苦
情
も
多
く
、

ま
た
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
近

隣
騒
音
(
ピ
ア
ノ
・
エ
ア
コ
ン

な
ど
)
の
苦
情
も
目

立
っ
て
い

ま
す
。

家
庭
生
活
の

近
隣
騒
音
は
、

話
し
合
い
に
よ

り
お
互
い
理
解

を
深
め
る
こ
と

で
、
解
決
し
た

い
も
の
で
す
。

BOD とは( 注1)

水中の汚れを微生物が分解し、きれいに

するのに必要な酸素の量をBOD( 生物化

学的酸素要求量) といいます。

数値が大きいほど汚れがひどいことにな

ります。

BOD とすめる魚( 注2)

2mg/ £以下…ヤマメやイワナがすめます

3mg/&以下…アユやサケ科の魚がすめます

5mg/ 必以下…コイやフナなうすめます

10mg/& 以下…ドジョウしかすめません

20mg/応以上…ふつう魚はすめません

植物の 光合成の働きを利用し て、樹木の大気浄化

能力度チェックをする小金南中科学部の皆さ ん

市内の河川のBOD 経年変化

(年平均)

カラオケも周りの影響を考えて

大型車の通行による振動が増加

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

(
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に
)

そ
の
3

学
童
前
期
(
6
~
8

歳
)

そ
ろ

そ
ろ
、
か
わ
い
い
乳

歯
と
さ
よ
な
ら
し
は
じ
め
る

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

乳
歯
の
奥
歯
の
さ
ら
に

奥
に
、

六
歳
臼

歯
が
生
え
て

き
ま
し

た
。六

歳
臼
歯
は
、
か
み
合
わ

せ
の
要
(

か
な
め
)
で
す
。

一
生
つ

き
あ
う
こ
の

第
一
大

臼
歯
に

は
、
特
別
の
配
慮
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。完

全
に
か
み
合
う
よ
う
に

な
る
ま
で
は
、
歯
肉
が
被
っ

て
い
た
り
し
て

、
特
に
汚
れ

や
す
い
の
で
、
図
の
よ
う
な

突
っ
こ
み
磨
き
を
す

る
と
よ

い
で
し

ょ
う
。

ま
た
こ
の
時
期
に
、
乳
臼

歯
に
問
題
が
あ
る
と
、
六
歳

臼

歯
が
正
し
い
位
置
に
生
え

て
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

六
歳
臼
歯
の
位
置
異
常
は
、

将
来
の
か
み
合
わ
せ
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
磨
き
残

し
の
無
い
よ
う
に
自
分
で
し

っ
か
り
歯
ブ
ラ
シ
を
当
て

る

練
習
を
し
て
、
歯
垢
(
こ

う
)

を
き
れ
い
に
落
と
す
技
術
を

身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

前
歯
の

交
換
と
共
に

、
歯

科
医
の
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的

に
受
け
て

お
く
と
、
い
ろ
い

ろ

な
面
で

お
得
で
す
。

各
自
に

あ
っ
た
ブ
ラ

ッ
シ

ン

グ
を
指
導
し
て
い

ま
す
の

で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
シ
ー

フ
ン
ト
〔
予
防
槇

塞
(
て

ん
さ
い
)
〕
等
の
予
防

処
置
も
有
効
で
す
。

最
後
に

、
大
人
に

な
っ
て

か
ら
の
正
し
い
食
生
活
を
確

立
す
る
た
め
に
、
毎
日
の
食

体
験
が
一
番
大
切
な
の
は
言

う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)



秋をみんなで満喫しよう

10月10日の「体育の日」を中心に、市内各

地で市民運動会が行われます。

さわやかな秋空のもと、ご家族そろってひ

と汗かいてみませんか。

愬]スポーツ課昔63-9241 番

第22回松戸市民運動会
地 区 名 日 時 会 場 種 目 問い合わせ

明 第1

明 第2

10/10 倪午前8 時30分~

豪雨天のときは10/17(1日に

延期

運動公園

第一中

バレーボール

ゲート ボール

グラウンドゴルフ

村松
n(64)2927 番

馬 橋

10/31(日)午前9 時00分~

※雨天のときは11/7(日)ま

たは11/14日)に延期

*11/14 は運動会種目のみ

八ヶ崎スポー
ツ広場

ゲート ボール
鈴木

昔(42)1354番

八ヶ崎小
グラウンドゴル
フ

吉村
n(41)3323番

第三中 運動会種目ほか
杉原
豐(42)0640番

常 盤 平

10/17(日)午前9 時00分~

※雨天のときは10/241日に

延期

金ヶ作小 運動会種目
小島

酋(87)3310番

五 香 六 実

10/1083 午前9 時00分~

※雨天のときは10/11W に

延期

松飛台小 運動会種目
松飛台会館
n(86)4209 番

常盤平団地

10/17 日午前句時00分~

※雨天のときは10/24(日)に

延期

金ヶ作グラウ
ンド

運動会種目

団地自治会事

務所
n(88)9367 番

小 金

10/1000 午前9 時00分~

※雨天のときは10/11脚に

延期

小金北小

ゲートボール

グラウンドゴルフ

運動会種目ほか

小金地区会事

務所
昔(41)526倨

小 金 原

10/10 祝午前8 時30分~

豪雨天のときは10/11W)に

延期

栗ヶ沢中 運動会種目
高橋

n(87)7724 番

新 松 戸

10/10 吩午前9 時00分~

※雨天のときは馬橋北小体

育館で

馬橋北小 運動会種目
萩原

n(41)6413 番

矢 切

10/1080 午前8 時00分~

豪雨天のときは10/11WIこ

延期

柿ノ木台小

運動会種目

グラウンドゴル

フほか

斉藤

酋(62)1322番

まんしんの力を込めて…

足並みそろえてゴールイン/

う まく当たるかな?

バラン スをとるのがむずかしそう

情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

小

金

原

ジ

ュ

ニ

ア

コ

ー

ラ

ス

毎
週
土
曜
日

①
午
後
3

時
~

4
時
②
4
時
3
0分
～
6

時

会

場
小
金
原
体
育
館

費
用
月
三

千
円
(
入
会
金
二
千
円
)

蠢
船
見

容
4
2
-
1
5
9
4
番

松

戸

児

童

合

唱

団

①
土
曜
日
午
後
3
時
～
6

時

②
日
曜
日
午
後
2
時
～
5
時
(
各

月
二
回
)

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
二
千

円
)

蠢
星
野
四
4
4
1
6
0
1
9
番

根

木

内

ジ

ョ
リ

ー

コ

ー
ラ

ス
(
女

声
)

毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
~
4

時

会
場
小
金
原
体
育
館

費

用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
高
橋

｀
4
3
-
1
5
0
6
番

伊
勢

物
語
を
読

む
会

毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
1
時

3
0分
～
3
時
3
0分

会
場
婦
人

会
館

費
用
月
千
円
(
入
会
金

な
し
)

黯
手
嶋
四
6
3
-
0
1
3
7番

茶

道
勉

強
会

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
1
時

~
4
時

会
場
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
千
円
(
入
会
金

な
し
)

黷
長
島
四
8
4
1
4
9
5
4番
(午

後
7
時
以
降
)

フ
ラ
ワ

ー
ダ

ン
ス
サ

ー
ク

ル
毎
週
金
・
日
曜
日
、
午
後
7

時
~
9
時

会
場
古
ヶ
崎
市
民

セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入

会
金
千
円
)

黯
小
原
四
6
2
-
9
2
1
5番

松

戸

健

走

会

毎
週
日
曜
日
と
祝
日
、
5

月

~
1
0月
は

午
前
7

時
か
ら
、
‥
1
1

月
～
4
月
は
午
前
8

時
3
0分
か

ら

集
合
場
所
運
動
公
園
武
道

館
前

対
象
中
学
生
以
上
で
身

体
強
健
な
人

費
用
月
五
百
円

(
入
会
金
な
し
)

黯
中
村
四
6
2
-
3
2
0
4
番

社
交
ダ

ン
ス
フ

レ
ン
ド
松

戸
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
~
9

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
五
百
円
(
入
会
金

な
し
)

蠢
菅
野
四
9
1
-
2
9
1
3番

常
盤
平
踏
友

会
・
社
交
ダ

ン
ス毎

週
土
曜
日
午
後
1
時
～
3

時

会
場
小
金
原
ま
た
は
常
盤

平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二

千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
伊
東
四
8
8
-
9
7
2
0番

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ

毎
週
水
曜
日
二
部
制
①
午
前

9
時
3
0分
か
ら
②
午
前
1
0時
3
0

分
か
ら

会
揚
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

対
象
女
性
七
十
人

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

黷
藤
本

窟
J
-
7
7
8
8

番

に

い

は

お

ク

ラ

ブ

・

中

国

語

サ

ー

ク

ル

毎

週

土

曜
日

午

前
1
0
時
~

正

午

会

揚

稔
台

市

民

セ
ン

タ
'‐‐

費
用

月

三

千
円
(

入

会

金
二

千

円
べ

蠢
田

窪

公
8
9
-
6
3
7
8

番

桜

彫

会
(
木

彫

り
)

水
曜
日

月

三
回
)
正

午
~
午

後
3
時

会
場
市
民
会
館

費

用
二
千
五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
鈴
木

四
6
2
-
8
8
0
0
番

馬

橋

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

木
曜
日
(
月
三
回
)
午
前
1
0時

~
正
午

会
揚
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
円
(
入
会

金
千
円
)

蠢
牧
田

四
4
2
-
8
3
9
4
番

子
ど
も
劇
場

会 名 公 演 会 場 内 容 費 用 問い合せ

松戸東

年4 回

市内公共

施設

亘

舞台劇等

の鑑賞

4 歳以上

の人対象

月800円

入会金

50(〕円

荒井

豐
84-0504番

松戸北

月8CX〕円

入会金

300円

藤田

昔

47-44∠16番

松

戸

市

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
0月
2
4
日

㈲

午
前
9

時

か
ら

会

場
小

金

原

体

育
館

種

目

ト

リ

ム
(
四

十
代

、
五

十

代
男

女

各

一
人
)
・
夫

婦
(
二

組
の

夫
婦
)
・

一
般

女

子

・

新
人

費
用

一
人

五
百

円
(
当
日

会

場
で
)

惠
1
0
月
1
2
日

㈹
ま
で

に

、

電
話

で

岡

野

四
6
3
-
1
6
1
3

番

へ

卓

球

教

室

・

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

1
0月
1
7
日

㈲
午

前
9

時
~

正

午

会

場

新
松

戸

西

小

学

校

体

育

館

費

用

無
料

圉

当
日

会

場
で

蠢

体

育
指

導

委

員

・
木

村

｀
4
1

1
8
5
7
9

番

イ

ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

1
0月
1
7日
聡
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体

育
館

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
梶
野
｀
4
2

-
2
6
0
2
番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

1
0月
1
7日

㈲
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

黷
体
育
指
導
委
員
・
木
下

｀
4
5

-
3
4
2
9

番

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
秋
季

体
育

祭
1
1月
3
日
竕
午
前
8
時
3
0分

受
け
付
け
、
午
前
9
時
開
始

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク
ラ

ブ
・
在
学
者

種
目
男
・
女
、

Ａ
・
B

・
C
・
D

ラ
ン

ク
別

費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

惠
1
0月
1
5日

窗
ま
で
に
、
振
り

込
み
用
紙
で

憇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉

・
1
4
5
-
0
8
9
9番

全
国

ス

ポ

ー

ツ

ー
レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

祭

「

ス

ポ

レ

ク
'
9
3
i
n
ち
ば
」
ス
ポ
レ
ク

さ

わ

や

か

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

の

参

加

者

を

募

集

1
1
1
1

月
1
3日
出
午
前
8
時
か
ら

9
時
3
0分
の
間
に

随
時
ス
タ
ー

ト

ス
タ
ー
ト
①
J
R

稲
毛
駅

(
4
.
0
㌔
)
②
J
R
千
葉
駅
(
5
.
7

㌔
)
③
J
R
都
賀
駅
(
4
.
7
㌔
)

④
千
葉
市
立
西
小
中
台
小

学
校

(
4
.
5
㌔
)
⑤
四
街
道
市
立
四
街
道

小
学
校
(
5
.
8
㌔
)
⑥
千
葉
市
立
さ

つ

き
が
丘
東
小
学
校
(
4
.
0
冫
)
⑦

県
立
こ
て
は
し
高
校
(
5
.
5
冫
)

ゴ
ー
ル
県
総
合
運
動
場
(

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
・
賞
品

も
多
数
用
意
)

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
て

、
〒
2
6
3
千
葉
市
稲
毛
区

天
台
町
二
八
五
総
合
運
動
場
「
ス

ポ
レ

ク
さ
わ
や
か

ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
係
(
G
0
4
3
-
2
2
7
1
8
5

4
3

番
)
へ

※
当
日
の
参
加
申
し
込
み
も
可

ス
ポ
ー
ツ



情

報

チ

ャ

ン

ネ

ル

と

も

し

び

読

書

会

1
0月
2
1
日

閑

午
前
1
0
時
~

正

午

会

揚

婦
人

会

館

テ

キ

ス

ト
「
岳

物
語

」
椎

名

誠
著

費
用

七
百

円
(
初

参

加
の

人

は

無
料
)

閲

伊

藤

昔
6
2
-
2
0
8
9

番

和

洋

グ

リ

ー

ン

ー
ウ

ォ

ー

ク

1
0月
1
1
日

蜊

午

前
1
0
時

受
け

付
け

開
始

、

午

後
2

時
か

ら
イ

ベ
ン

ト
(

雨
天

決
行
)

コ

ー

ス

江

戸

川

沿
い

の

十

二

劭

ま
た

は

六

冫

、

ス

タ

ー
ト
=

和

洋
女

子
大
学
（
市
川
市
国
府
台
)
、
ゴ

ー
ル

ー
イ

ベ
ン

ト

会

場
=

里

見

公
園
（
市
川
市
国
府
台
)
、
雨
天

時
は

同

女
子

大

内

容

環

境
問

題

な

ど

の

ク
イ

ズ

を

解
き

な

が

ら

歩

く

、
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
・

ウ

ォ
ー

ク
で

す

。

募

金
は

自

然

保

護

団

体
な

ど
へ

寄

付
し

ま

す

。

固

和

洋
女

子

大

グ
リ

ー
ン

ウ

ォ

ー

ク

委

員
会

・

市

原
{一一
〇
4
7

5
-
8
2
-
7
5
2
7

番

話

し

方

コ

ン

ク

ー

ル

1
0月
1
0
日

竕

午

後
1

時
~
5

時

会
場

馬

橋

東

市
民

セ

ン

タ

ー

費

用

出

場

者

五
百

円
(

入

場
は

無

料
)

固
H
R

松

戸

話
し

方

研

究

会

・

田

村
{一一
4
5
-
8
1
5
0

番

天

体

観

望

会

1
0月
2
4
日

㈲

午

後
4

時
3
0
分

か

ら

会

場
手

賀

沼

親

水

広
場

(
我

孫
子

市
)

対

象
小

学
四

年

生
~

中

学
三

年

生
(

保
護

者

の

同

伴

が
必

要
)

定
員

先

着

二

十

組
(

約

四

十
人
)

内

容

月

、

惑
星

、

星

雲
な

ど
の

観

察

と

講

義

講

師

流
山

天

文

愛

好

会

・

遠
藤

雄

三

氏
ほ

か

持

ち

物

懐

中
電

灯

、
カ

ッ

タ

ー
ナ

イ

フ

、
は

さ

み
(

星

座

早

見

盤
の

作

成
に

必

要
)
、
双

眼

鏡

汰
雨

天

・

曇
天

の

と

き

は

、

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ
ム

で

実

施

題

手

賀

沼

親
水

広

場

登
0
4
7

1
1
8
4
-
0
5
5
5

番

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

1
0月
1
0
日

竕

午

前
6

時

松

戸

駅

改
札

口

集

合

揚

所

霞

ヶ

浦

(
土

浦
)

‘
費

用

一

般
五

百

円
・

小

中

学

生

三
百

円
(

交

通

費
は

各
自

負

担
)

競

技

フ
ナ

の

総

尾

数

※
1
0
月
9

日

出

午

後
4

時
か

ら

婦

人

会

館
で

仕

掛

け

講

習
会

を

行
い

ま

す

。

醴

松

戸

釣
り

ク

ラ

ブ

・
井

上

昔

6
5
-
(
X
)
9
欠
h
)
O番

松

戸

市

文

化

祭

・

民

謡

民

舞

大

会

1
0月
1
7
日

㈲

午

前
9

時
3
0
分

～

午

後
7

時

会
場

市

民

会

館

費
用

無

料

醋
松

戸

市

民
謡

連
盟

・
正

田

昔

8
8
1
Qり
4
0
0

番

ド

ン

グ

リ

と

落

ち

葉

で

遊

ぶ
1
0月
1
7日

㈲
午
前
1
0時
~
午

後
2
時
(

受
け
付
け
は
午
前
9

時
3
0分
か
ら
)

会
場
船
橋
県

民
の
森
管
理

事
務
所
集
合

定

員
親
子

な
ど
五
十
組

講
師
県

自
然
保
護
観
察
指
導
員

費
用

無
料

持
ち
物
昼
食
、
手
袋
、

筆
記
用

具
、
図
鑑
な
ど

※
小
雨
で
も
行
い

ま
す

。

圃
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
〒

2
7
4
船
橋
市
大
神
保
五
八
六
-
二

船
橋

県
民

の

森
管

理
事

務
所

(
登
0
4
7
4
-
5
7
-
4
0
Q
)

4
番
)
へ

松

戸

北

こ

ど

も

劇

場

1
0月
2
3日
出

①
午
後
2
時
開

演

②
午
後
4

時
開
演

会
場
小

金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
八

百
円

内
容
「
す
ず
き
ま
こ

と

き
ら
く
で

シ
ョ

ー
」
人
形
劇
と

け
ん
玉

シ
ョ
ー

固
松
戸

北
子
ど
も
劇
場
事
務
局

昔
4
7
-
4
4
4
6
番

建

設

・

新

技

術

フ

ェ

ア

関

東
9
3

1
0月
2
1日
啝
よ
(一
日
出
、
午

前
1
0時
~

午
後
4
時
(

雨
天
決

行
)

会
場
関
東
地
方
建
設
局
関

東
技
術
事
務
所
(
初
富
飛
地
七

-
一
)

内
容
施
エ

サ
イ
ト
の

省
力
化
・
施
工

合
理
化
技
術
を

テ

ー
マ
に

、
新
技
術
、
新
工
法

の
公

開
実
演
展
示
な
ど

頸

建
設
省
関
東
技
術
事
務
所
昔

8
9丿
冖
D
I
(
/
)
1
番

喜

楽

家

バ

ザ

ー

1
0月
2
4日
㈲
正
午
~
午

後
2

時

会
揚
馬
橋
第
二
公
園

※
バ
ザ
ー
へ
の
物
品
の
提
供
、

お
手
伝
い
を
禁
中

閻
喜
楽
家
登
4
4
-
9
9
5
1
番

(
月
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
9

時
~
午
後
5

時
)

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ピ

ア

チ

ェ

ー
レ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン

サ

ー

ト

1
0月
8
日
窗
午
後
7

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
二
千
円

内
容
女
声
ア
ン

サ
ン

ブ
ル
演
奏

会
、
「
グ
ロ

ー
リ
ア
」
ほ
か

醴
松
野
{一一
4
4
-
4
6
2
6
番

東

葛

飾

郡

市

農

産

物

品

評

会
1
0月
1
6日
出

午
後
2
時
~
5

時
、
1
7日
㈲
午
前
9
時
~
正

午

(
正
午
～
午
後
3
時
に
出
品
物

の
即
売
会
を
行
い
ま
す
)

会

軈
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容
野
菜
、
果
樹
、
穀
類
、
花
な

ど
五
百
点

圀
東
葛
飾
農
業
改
良
普
及
所
登

0
4
7
1
-
4
4
-
8
1
1
5

番

市

民

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会

1
2月
5

日
聞
午
前
1
0時
~

午

後
7
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン

タ
ー

費
用
参
加
費
六
千
円

(
入
場
は
無
料
)

圃
1
0月
3
0日
出
ま
で
に

、
電
話

で
と
き
わ
文
化
の
会
・
滝
沢
昔

9
1
-
0
2
2
2
番
へ

松

戸

史

談

会

「
下

谷

三

千

石

美

田

め

ぐ

り
」

1
0月
1
0日
竕
午
前
1
0時
、
馬

橋
駅
西
口
噴
水
広
場
に
集
臾

雨

天
の
場
合
は
1
0月
1
7日
回

費
用
三
百
円

持
ち
物
昼
食
・

帽
子

汰
徒
歩
約
七
冫
の
行
程
(

所
要

時
間
は
約
五
時
間
E

十
分
)

固

神
尾
{一一
4
1
-
2
4
5
8
番

松

戸

市

婦

人

グ

ル

ー

プ

展

覧

会1
0月
1
9一
日

㈹
~
1
7
日

㈲

、

午

前
1
0
時
~

午

後
6

時
(
1
2
日

は

午

後
1

時

か

ら

、
1
7
日

は

午

後

4

時
で

終

了
)

会

場

文

化

ホ

ー
ル

費

用

無

料

固

社
会

教

育

課

市
民

文

化

係

酋

6
6
1
7
4
冖
{
}
n
乙
番

看

護

職

員

再

就

業

相

談

1
0月
1
5
日

廁

午

前
1
0
時
~

午

後
3

時

会

場

松

戸

保

健
所

費

用

無

料

圀

千

葉

県
ナ

ー
ス

セ
ン

タ

ー
昔

0
4
3
1
一一一一
-
6
3
7
1

番

手

賀

沼

船

上

観

察

会

1
0月
1
7
日
面

午

前
9

時
4
5
分

～

午
後
3

時
3
0
分

会

場

手

賀

沼

親
水

広

場

水
の

館
(

我

孫
子

市
)

定

員

高

校
生

以
上

先

着

三

十

人

内

容
船

上

観

察

、
水

質

試

験

・

調
査

な

ど

費
用

無

料

持
ち

物

タ
オ
ル

、

筆
記

用

具

、

昼

食

泥

な

ど
で

汚

れ
て

も
よ

い

服

装
で

参

加

し
て

く
だ

さ

い

。

圃
一
電

話
ま

た

は

直
接

手

賀

沼

親

水

広

場
昔
0
4
7
1
-
8
4
1
0

5
5
5

番

へ

育

児

休

業

推

進

説

明

会

1
0月
1
2
日

㈹

午
後
1

時
3
0
分

~
4

時
3
0
分

会

場

海

外

職
業

訓

練

協

力
セ

ン

タ

ー
(

千

葉
市

美

浜

区
)

内

容

講

演

「
仕

事

と

育

児

を
両

立

さ

せ

る
た

め

の

環

境

整

備
」

明

治

学

院
大

学

教

授
・
渡

辺

三

枝
子

氏

、
ほ

か

に

、

育

児
休

業

法

お

よ

び

育
児

休

業

関

係

奨
励

金

に
つ

い

て
(

予

葉

婦
人

少

年

室
)
、
育
児

休

業

者

職

場

復
帰

プ

ロ

グ
ラ

ム

実

施

奨

励

金
に

つ

い
て
(

千

葉

雇
用

促

進

セ
ン
タ
ー
）

問

労

働

省

千

葉
婦

人

少

年

室

容

0
4
3
-
2
5
1
-
4
3
4
7番

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
内

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
展
示
・
催
し
物

展示案内
期 間 内 容

10/1 励~7 附 企画展「都市のみどり展」

8廁~16(二t)企画展「干駄堀の植物研究展」

19㈲~24aヨ)
「花壇コンクール入選作品展」

「みんなの公園絵のコンクール入
選作品展」

催し物案内

行 事 日 時 講師 費用 定員

おねえさんと植物観察「秋

のみのりを探そう」

10/24(1日)

午前10時~正午

パークセンター

職員
無料 先着25人

みどり の講習会

「ウールで草木染め」

①毛糸を染める

②マフラーを編む

①10/26(火)

②10/27 團

午後1時

~3 時30分

日本ヴォーグ社

手芸普及協会手

編み師範・小林
優子氏

実費

500円
先着15人

削電話でパークセンター045-8900 番へ( 月曜日を除く)

催

し

物

タイト ルが 色刷 りの もの は、
市の 主 催で す、

人 口 と 世 帯(9 月1 日現在)

○人口463,514 人(+342)

○ 男235,947 人(+194)

○ 女227,567 人(+148)

○世帯171,336 世帯(+177)

見
に
行
こ
う
聴
い
て
み
よ
う

文
化

施
設
だ
よ
り

市 民 会 館

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

固
市
民
会
館
雲
6
8
-
1
2
3
7
~
9番

5
刪

1
1
/
3吩

2
4臼

2
1困

1
9図

1
7臼

1
5廁

1
2関

1
0例

1
0
/
8窗

期
日

社
会
福
祉
法
人
竹
友
会
や
わ
ら
木
苑
文
化
講
演
会
☆

松
戸
市
文
化
祭
民
踊
愛
好
会
民
踊
大
会

松
戸
市
文
化
祭
合
唱
祭

古
今
亭
志
ん
朝
独
演
会
☆

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会

松
戸
市
文
化
祭
民
謡
民
舞
大
会

松
戸
市
戦
没
者
追
悼
式

新
松
戸
南
中
学
校
区
音
楽
会

松
戸
市
福
祉
大
会
(
ふ
れ
あ
い
広
場
)

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ー
ピ
ア
チ
T
‘
-レ
演
奏
会

☆

内

容

1
9一
一
Ｗ

9
1
1
3
0

1
2一
m一

8

・
0

1

・
3

1
0一
m
J

9
一
3
0

1
4一
m
J

O

・
0

1

・
3

9
一
4
0

1
9一
朗一

開
演
時
間

市 民 劇 場

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
民
劇
場
昔
6
8
-
0
0
7
0番

1
1
/
3吩

3
1日

3
0山

2
8困

2
3出

2
1困

1
7旧

1
6出

1
3伽

1
2㈲

1
0吩

9
出

8
廁

6
伽

1
0
/
5㈲

期
日

松
戸
市
文
化
祭

奇
術
発
表
会

松
戸
市
文
化
祭

三
曲
協
会
演
奏
会

文
化
講
演
会

声
楽
発
表
会

千
葉
県
こ
ど
も
健
康
フ
ェ
ア
ー

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

あ
じ
さ
い
合
唱
団
1
0周
年
記
念
合
唱
祭

松
戸
名
人
会

神
野
明
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
☆

松
戸
ゴ
ス
ペ
ル
講
演
会
☆

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
☆

尾
崎
一
夫
カ
ラ
オ
ケ
教
室
発
表
会

松
戸
市
教
職
員
組
合
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ラ
オ
ケ
祭
り

講
演
会

内

容

1
3一
0
0

O

・
0

1

・
3

3

・
0

1

・
3

1
4一
m
w

4

・
0

1

・
0

Q
U
・
O

1

・
2

3

・
0

1

・
3

3

・
0

1

・
3

8

・
0

1

・
3

1
9一
m
J

3

・
0

1

・
3

1
6一
m
J

8

・
0

1

・
3

1
0一
m
J

1
0一
m
J

開
演
時
間



1
0月
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月
間

図
書
館
市
民
講
座
・
製
本

講

習

会

1
0月
2
2日

窗
午
後
1

時
3
0分

~
4
時

会
場
市
民
会
館
会
議

室

内
容
壊
れ
た
本
の
粘
着
テ

ー
プ
に
よ
る
補
修
・
製
本

講
師
島
原
安
三
氏

定
員
先
着

二

十
五

人

持

ち

物

壊

れ
た

本
二
冊
、
カ
ッ
タ
ー
、
金
づ
ち
、

は
さ
み
(
大
)
、
物
差
し
(
三
十

㌢
)
、
目
玉
ク
リ
ッ
プ

匣
電
話
で
図
書
館
本
館
音
6
5
-

[り
1
1
[
D番
へ

家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会
1
0月
1
9日

㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館

費
用
無

料

内
容
海
外
生
活
カ
ウ
ン
セ

ラ

ー
・
福
永
佳
津
子
氏
「
な
ん

で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
生
1

毎
日

の
く
ら
し
を
見
つ
め
直
そ
う
I
」

固
社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人

係

昔
6
6
-
7
4
6
2
番

婦
人
之
友
創
刊
9
0周
年
記

念
愛

読
者
会
(

講
演
)

1
0月
1
5日
廁
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
柏
市
民
文
化
会
館

費
用
五
百
円

内
容
宮
嶋
真
一

郎
氏
「
本
当
の
生
き
方
を
求
め

て
」

固
松
戸
友
の
会
・
的
場
容
8
5
-

4
3
1
6
番

講
座
・
講
演

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
0月
3
0日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館

対
象
高
校
生

以
上
の
人
(

三
十
歳
未
満
の
青

少
年
優
先
)・
先
着
二
十
人

持

ち
物
運
動
着
・
上
履
き

費
用

無
料

匣
電
話
で

青
少
年
会
館
容
4
4
-

(χ
)に
り
[
D
g
]
番
へ

福

祉

と

の

ふ

れ

あ

い
入

門

教

室]
1
1
月
6

日
出
・
7
日
面
・
9

日
㈹
、
午
前
1
0時
~

午
後
4

時

(
9
日
は
施
設
実
習
)

会
場
初

石
公
民
館
(
流
山
市
)

定
員
先

着
三
十
人

費
用
無
料

圉
電
話
で

流
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
昔
0
4
7
1
-
5
9
-
4
7

3
5

番
へ

秋
の
青

年
講
座

「
フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」

期日 時間 内 容 対象 会場

10/22

29

11/5

12

19

26

ファッションコーディネートとセンスアップ

ライフスタイルによる洋服の着こなしI

ライフスタイルによる洋服の着こなしII

アートフラワーの知識の実習

心を演出するギフトラッピング

フォーマルウェア( 入学・卒業式・披露宴)

各
金
曜
日

午
後
7
時
～
8
時
4
5分

十
六
~
三
十
歳
・
先
着
2
0
人

婦
人
会
館

講
師
文
化
服
装
学
院
教
授
・
林

泉
氏
ほ
か

費
用
材
料
費
な
ど

千
五
百
円

程
度

圉
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
容
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

博

物

館

体

験

学

習

「

縄

文

土

器

を

つ

く

ろ

う

」

1
1 一月
7

日

㈲

・
1
3
日

出

・
1
4

日

㈲
・
2
1日

照

、
1
2月
1
2
日

㈲

、

午
前
1
0
時
~

午

後
4

時
(
7

日
・

2
1日

は
正

午
ま
で

、

全
五

回
)

会

場

市

立

博

物
館

対

象
中

学

生

以

上

定
員

十

五

人
(

申
し

込

み

多

数

の
場

合

は

抽

選
)

匣
1
0
月
2
0
日

出

〔
消

印

有

効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名
・

年

齢

・
電

話

番

号
を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千
駄

堀

六

七

一

市

立

博

物

館
(
0
8
4

-
8
1
8
1

番
)

へ

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

1
1月
4

日

出

・
5

日

窗

の
二

日

間

、

午
前
9

時
3
0
分
~

午

後

5

時
(

受

け

付
け

は
3
0
分

前
か

ら
)

会

場

消

防
局

定
員

先

着

百

五
十

人

費
用

四

千

円

圃
1
0
月
1
2
日

㈹
~
2
2
日

窗

の

間

に

、

直

接
市

内

各

消

防
署

か

消

防

局

予

防
課
(
6
3
-
1
1
1
1

内

線
2
0
8番
)

へ

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
0月
1
6日
~
1

月
2
9日
の
毎

週
土
曜
日
(
全
十
五
回
)
、
午
後

7
時
~
9

時

会
場
明
市
民
セ

ン

タ
ー

費
用
三
千
円

闊
中
田
昔
4
1
-
7
5
6
6
番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………≪66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……a65-3430 番
衛生会館内・午後8 時~11時

わた

しの

健康

法

稔
台

奥

村

恭

敏

さ
ん

し
っ
か
り
し
た
板
の
上
に

毛
布
を
一
枚
敷
い
て
寝
て
い

ま
す
。
意
外
と
気
持
ち
良

く

眠
れ
る
ん
で
す
よ
。

一
取
初
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
、

慣
れ
る
ま
で
は
大
変
な
ん
で

す
が
、
自
然
に
背
骨
が
真
っ

直
ぐ
に
な
る
の
で
、
病
気
を

し
な
く
な
る
ん
で
す
。

時
間
も
と
ら
ず
、
眠
っ
て

い
る
間
の
健
康
法
で
す
ね
。

平床

保
健
衛
生

療

育

相

談

1
0月
1
4日
團
午
後
1
時
～
1

時
3
0分
受
け
付
け

会
場
松
戸

保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節

脱
臼
検
診
米
受
診
者
や
、
整
形

外
科
学
領
域
の
診
察
・
相
談
等

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

(
乳
児
は
母
子
手
帳
を
持
参
)

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
{一一
6
1
1
2
1
2
1
番
へ

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
2

年
6
月
生
ま
れ

の
幼
児

健
診
日
1
0月
5

日
～

2
6日
の

各
火
曜
日

会
場
松
戸

保
健
所

※
該
当
者
で
健
康
診
査
票
が
届

か
な
い
人
は
、
官
製
ハ
ガ
キ

に
左
記
要

領
で
記
入
し
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

ハガキ記入要領
圀
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
容

6
1
-【
‥
/】
1
9
(
‘
1番

家

庭

看

護

教

室

対
象
家
族
に
お
年
寄
り
や
病

人
の
い
る
人
、
将
来
の
た
め
家

庭
看
護
を
勉
強
し
た
い
人
定

員
先
着
二
十
五
人
(
男
性
歓
迎
)

兩
1
0
月
2
0
日
團
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入

し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松

戸

保
健
所
保
健
指
導
課
家
庭
看

護
教
室
担
当
(
f
t
6
1
-
2
1
2

1
番
)

へ

期日 内 容 時 間

11/5R

・高齢化社会を迎えて

・家庭看護の心構え

・お年寄りの心と体
午後1 時

~4 時

12窗
・家庭看護の実際(1)

・救急時の看護

19鬯

・特別養護老人ホーム「緑

風園」の見学実習

・老人の特徴について

午前9 時30分

~午後3 時

26鬯 ・家庭看護の実際(2)
午後1 時

~4 時

12/3 廁

・高齢者の栄養と食事

・調理実習と会食

・実年期の過ごし方

午前9 時30分

~午後2 時

9吻

・いざというとき役立つ福

祉制度

・虹の会( 自主サークル)

の活動報告 ・座談会

午後1 時

~4 時

会場

松
戸
保
健
所

緑
風
園

松
戸
保
健
所

国際文通週間10/4~10

戸 定 歴 史 館

松戸駅市民ギャラリー

期日 10/15R まで 16m~10/29R 10/30C土)~11/12R

東 白塚 郷子展
ファミリーフオト

グルツペ写真展

ザ・切り絵松戸

作品展

西
露松院

蝋遘道展
松戸川柳会作品展

アトリエこたに

美術展

固社会教育成人教育係豐66-7462 番

文 化 ホ ー ル
ギャラリー

※
月
曜
日
は
休
館
日
。
開
館
時
間
:・
午
前
1
0時
~
午
後
6
時

間一
文
化
ホ
ー
ル
Ｓ
6
7
-
7
8
1
0番

2
7伽
～
1
1
/
3吩

2
2廊
~
2
4
H

1
9㈲
～
2
4日

1
2㈲
~
1
7日

9
出
~
1
0例

1
0
/
5㈲
～
1
0吩

期

日

松
戸
市
文
化
祭

青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
展

松
戸
女
性
洋
画
教
室
作
品
展

創
美
会
展

松
戸
市
婦
人
グ
ル
ー
プ
展

青
葉
古
流
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ー
ユ
リ

ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ス
タ
ー
展

内

容

おはなしキャラバン

期
日

会

場

対
象

時
間

形
態

3歳~9 歳くらい

午後3 時~4 時

刳
/
5
廁

2
8困

2
2廁

2
1困

1
5廁

1
0
/
1
4
困

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

明
市
民
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

図
書
館
本
館

お
は
な
し
会

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

※
費
用
…
無
料

※
憫
日
は
午
後
3
時
と
4
時
か
ら
の
二
回
公
演

で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

昔
6
3
-
9
9
9
9番

問
市
立
図
書
館
萱
6
5
1
5
1
1
5番

※
月
曜
日
(
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
)
・
第
4
金
曜
日
は
休
館
。

入
館
時
間
:・
午
前
9
時
3
0分
~
午
後
4
時
3
0分

入
館
料
・
:一
般
3
0
0
円
・
高
大
学
生
1
5
0
円
・
小
中
学
生
1
0
0

円

閼
溥
物
館
昔
8
4
-
8
1
8
1番

1
0
/
2
3
出
~
1
2
/
1
2
印

1
0
/
3
1
日
ま
で

午
後
1
時
・
3
時
か
ら
6
0分

間
(
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

1
1時
か
ら
も
上
映
)

期

日

特
別
展
「
縄
文
土
器
の
世
界
」

※
特
別
展
の
観
覧
料
は
別
料
金
と
な
り
ま
す
(
常
設

展
の
観
覧
料
と
同
額
料
金
を
予
定
、
詳
細
は
広
報

ま
つ
ど
1
0
/
2
0
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)
。

ハ

イ

ビ
ジ
ョ
ン

映
像

「
大
英
博
物
館
/
中
央
「
ア
ジ
ア
の
美
」
(
観
覧
無
料
)

※
1
1
/
2
㈲
か
ら
は
「
ビ
バ

ー・
メ
ヒ
コ
/

マ

ヤ
・
謎

の

神
殿
都
市
」
(
3
0分
間
)

を
上
映
予
定

内

容

博 物 館

期 日 内 容

12/5( 日)まで

〔前期は11/300 まで、後期
は11/6C 二t)から〕

文明開化のあけぽのを見た男たち
一慶応3 年遣仏使節団の明治-

※3 ページで詳しく紹介

※10月の毎週土曜日午後1 時30分から、展示解説を行います。
※月曜日( 祝日に当たるときは翌日) は休館

入館時間…午前9 時30分~午後4 時30分
入館料…大人200円・高大学生160円・小中学生100円

闊戸定歴史館昔62-2050番



秋風と声援を受け乙快走

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ン
ラ
ン
大
会

(
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
)5㌔のスタート

ス

タ
ー
ト
前
に
コ

ー
ス
の
確
認

「市制50周年の記念に、多くの人が参加で

きる催しを」と、松戸青年会議所の呼び掛け

で、ふれあいファンラン( クロスカントリー)

大会が、9 月12日に21世紀の森と広場で開か

れました。

5㌔から2㌔までのコースを、男女・年齢・

ファミリー別に分かれて次々にスタート。「頑

張ってー! 」という家族や友人らの盛んな声

援を受け、参加した1,800人は力走。

この日は好天に恵まれ、公園を渡るさわや

かな風の中、走った人も声援を送った人も、

秋の一日を満喫した大会となりました。

ゴール直後仲間を見つけて

声援を受けて力走
ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げます。

茴広報課

松
戸
市
民
憲
章
条
文

1 。私たちは、自然をいつ くしみ、豊かな心を育て ます。

1. 私たちは、共に助けあい、

健康で明 るい社会を築きます。

1. 私たちは、伝統を守り、新しい文化をはぐくみ ます。

1. 私たちは、郷土を愛し、

希望と活力にあふれるまちをつ くり ます。

1. 私 たちは、平和を尊び、

広い視野をもつ国際人をめざし ます。

平成5 年4 月1 日

親切な気配りがモットーです

中
嶋
さ
ん
が
二
位
に
入
賞

電
話
対
応
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

顔の見えない相手に必要な情報を正確に分

かりやすく伝える、電話での応対は難しいもの。

その上、品位・速さ・親切さなど、細かいとこ

ろまで審査対象とした電話応対コンクール干

葉県大会で、松戸市を代表して出場した中嶋

あき子さん( 伊勢丹松戸店勤務・小金在住)

が、交換取扱者の部で2 位に入賞しました。

入社2 年目で、電話交換係として勤務して

いる中嶋さんは、日ごろから 親切な気配りを

心掛けているそうです。

10月7 日には、県代表として関東大会に出

場します。「自然体で頑張り ます」と明るく抱

負を語っていました。

女性初の真打

三遊亭歌る多さん

言
葉
の
芸
に
ひ
か
れ
て

気
が
つ
い
た
ら
落
語
家
に
な

っ
て
い
た
と
語
る
三
遊
亭
歌
る

多
さ
ん
は
、
女
性
で
は
初
め
て

の
真
打
。

高
校
生
の
と
き
、
た
ま
た
ま

も
ら
っ
た
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が

落
語
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。言

葉
だ
け
で
ひ
と
つ
の
世
界

を
つ
く
り
あ
げ
、
大
勢
の
人
を

感
動
さ
せ
る
の
を
間
近
に
見

て
、
思
わ
ず
「
す
ご
い
な
あ
」

と
感
じ
、
落
語
の
虜
に
。

趣
味
の
は
ず
の
落
語
が
い
つ

し
か
高
じ
て
、
大
学
を
や
め
、

三
遊
亭
口
歌
師
匠
の
内
弟
子
に

な

っ

た

。

「

噺
(
は

な

し
)
家
に

学
歴

は

必

要

な
い

し

、

修

行

を
始

め

る

な

ら

、

早
い

方

が
い

い

だ

ろ

う

と

思

っ
て
・
:
」

落

語
の

修

行

を

始

め
て

感

じ

た

の
は

、
人

を

笑

わ
せ

る
こ

と

の

難
し

さ

。「
悲
し

い

話
で

泣

か

せ

る
の

は

簡

単

な
ん

で

す

よ

。

で

も

、
お

か
し

い

話
を

し

た

か

ら

と
い

っ

て

笑

っ
て

く

れ

る

と

は

限
り

ま

せ

ん

」

だ

か

ら

、

お

客

が

笑
っ
て

く

れ
た

り

、

ま

た
見

に

来
る
よ

と

言

っ
て

く

れ

る
の

が
何

よ
り

う

れ
し

く

、

励
み

に

な

る

。

「
こ
の
世
界
に
は
『
百
ぺ
ん

の
稽
古
(
け
い
こ
)
よ
り
I

ペ
ん

の

高
座
』
と
い

う
言
葉
が
あ
る

ん
で
す
」

高
座
に
上
が
っ
て

、
お
客
の

反

応
を
見
な
が
ら
臨
機
応
変
に

演
じ
て
い
く
こ

と
が

、
な
に
よ

り
も

勉
強
に
な
る
と
い
う
こ

と

ら
し
い
。

た
だ
、「
真
打
に
な
る
ま
で
は

お
客
様
に
見
逃
し
て
も
ら
え
た

こ
と
も
、
今
は

言
い
訳
で

き
ま

せ
ん
か
ら
ね
」
と
、
責
任
の

重

さ
も
大
き
く
な
っ
た
。

最
近
、
寄
席
で
落
語
を
楽
し

む
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

「
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て

、
一

度
寄
席
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

…
」
と
い
う
。
こ
の
一
言
に
、

落
語
の
素

晴
ら
し
さ
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
意
気
込
み
と
と
も
に

、

お
代
の
分
だ
け
は
し
っ
か
り
と

お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
と
い

う
真
打
の

自
信
が
感

じ
ら
れ
た

。

(
大
金
平
出
身
)

高座で演じる歌る多さん
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